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営業外収益（為替差益）・特別損失の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ

　当社は平成25年１月期第４四半期において営業外収益（為替差益）並びに特別損失を計上すると
ともに、最近の業績の動向等を踏まえ、平成24年９月24日に公表した平成25年１月期の業績予想を
下記の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。

記

１．営業外収益について

２．特別損失の計上について

　為替相場の変動により、平成25年１月期第４四半期連結会計期間において、86百万円の為替差益
を計上いたします。これは、主として当社保有の外貨建資産に対する為替相場が第３四半期末に対
し、急激に円安に推移したことにより発生した為替差益であります。

３．業績予想数値の修正について
(1) 平成25年1月期通期連結業績予想数値の修正（平成24年 2月 1日 ～ 平成25年 1月31日 ）

1 株 当 た り

　平成25年１月期第４四半期連結会計期間における個別決算において、当社が保有する関係会社株
式の内、連結子会社であるTOMITA FERRITE LTD.の株式の実質価額が著しく低下しているため、減損
処理を実施し、関係会社株式評価損25百万円を特別損失として計上することといたします。なお、
当該関係会社株式評価損は、連結決算においては消去されるため連結損益への影響はありません。

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株 当 た り
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭 

前回発表予想(Ａ) 1,504 △ 86 △ 53 △ 59 △ 9.05 
今回修正予想(Ｂ) 1,422 △ 30 113 108 16.50 
増減額(Ｂ－Ａ) △ 81 55 167 168 
増減率（%） △ 5.4 ― ― ― 

(ご参考)前期実績
（平成24年1月期）

1,504 △ 198 △ 240 △ 372 △ 56.37 
（平成24年1月期）

,

(2) 平成25年1月期通期個別業績予想数値の修正（平成24年2月1日～平成25年1月31日 ）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株 当 た り
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭 

前回発表予想(Ａ) 1,140 △ 42 △ 0 △ 6 △ 1.00 
今回修正予想(Ｂ) 1,061 △ 83 88 59 8.98 今回修 ( ) ,
増減額(Ｂ－Ａ) △ 79 △ 41 89 65 
増減率（%） △ 7.0 ― ― ― 

(ご参考)前期実績
（平成24年1月期）

1,313 △ 64 △ 107 △ 398 △ 60.42 

（注意事項）
　上記に記載した予想は、作成日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり実際の
業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。



(3) 修正の理由

＜連結業績＞
 売上につきましては、コイル・トランスは海外市場向け、並びに車載向けが回復し、堅調に推移し
ました。フェライトコア販売は、車載、産業機器向けは比較的順調でしたが、それ以外の分野は景
気低迷の影響を受け、国内外ともに伸び悩んだため、売上全体としては予想より5.4％減の14億２千
２百万円となる見込みです。
損益面では 中国子会社の徹底した製造原価並びに経費削減を図り また 連結会社間取引にお　損益面では、中国子会社の徹底した製造原価並びに経費削減を図り、また、連結会社間取引にお

ける未実現損失を消去したことにより、売上原価は改善したものの、営業損失は３千万円、経常利
益は為替差益の発生により１億１千３百万円、当期純利益は１億８百万円となる見込みです。

＜個別業績＞
　個別業績の修正理由につきましては、連結業績において記載した理由と概ね同様ですが、関係会
社株式評価損を特別損失として計上することといたします。

(前期実績の遡及修正について)
　従来、不動産賃貸収入、不動産賃貸原価については「営業外収益」、「販売費及び一般管理費」
及び「営業外費用」の区分に計上しておりましたが、第１四半期連結会計期間より「売上高」、
「売上原価」の区分に計上する方法に変更いたしました。
　この変更を遡及して適用するため、「（ご参考）前期実績」数値を修正しております。

以　上


